
東京都立文京盲学校管理運営規程 
 

１０文京盲 第７２１号  

   平成１１年１月１日    

校   長   決   定    

     最近改正 令和７年４月１日   

 

第１ 目的 

   この規程は、法令及び東京都教育委員会規則の定めるところに従い、東京都立文京盲学校

（以下「本校」という。）の管理運営に関し、必要な基本的事項を定め、円滑かつ効果的な

学校運営を推進することを目的とする。 

 

第２ 事案決定 

   本校における事案決定は、東京都立学校事案決定規程等に基づき、原則として文書により

行う。 

 

第３ 校長 

   校長は、校務をつかさどり、所属職員を監督する。 

 

第４ 副校長 

   副校長は、校長を助け、命を受けて校務をつかさどり、及び校務を整理する。 

副校長は、校長の命を受け、所属職員（経営企画室の所属職員を除く。）を監督し、及び

必要に応じ生徒の教育をつかさどる。 

 

第５ 主幹教諭 

 １ 主幹教諭は、校長及び副校長を助け、命を受けて校務の一部を整理し、並びに生徒の教育

をつかさどる。 

 ２ 主幹教諭は、担当する校務について、所属職員(経営企画室の所属職員を除く。)を監督

する。 

 

第６ 指導教諭 

   指導教諭は、生徒の教育をつかさどり、並びに教諭その他の職員に対して、教育指導の改

善及び充実のために必要な指導及び助言を行う。 

 

第７ 主任教諭及び主任養護教諭 

    主任教諭又は主任養護教諭は、特に高度の知識又は経験を必要とする教諭又は養護教諭

の職として、以下の役割を担う。 

 １ 校務分掌などにおける学校運営上の重要な役割 

 ２ 指導・監督層である主幹教諭の補佐 

 ３ 同僚や若手教員への助言・支援などの指導的役割 

 



第８ 経営企画室長 

   経営企画室長は、校長の命を受け、経営企画室の事務を統括処理する。 

第９ 校務分掌組織 

   校務に関する分掌組織は、次のとおりとする。ただし、特別の事情のあるときは、その一

部を置かないことができる。 

 １ 部 

   教務部、研究研修部、教育相談部、生活指導部、進路指導部、保健給食部及び舎務部を置

く。なお、各部の分掌内容は別紙１のとおりとする。 

 ２ 学年 

   普通科、専攻科とも次の学年を置く。 

   第１学年、第２学年、第３学年。 

 ３ 学科 

   普通科、専攻科。なお、専攻科に理療科及び保健理療科を置く。 

 ４ 教科・領域等 

   普通科       国語、社会、地理歴史、公民、数学、理科、保健体育、音楽、美術、 

外国語、家庭、情報、職業、特別活動、自立活動、作業学習、 

生活単元学習、日常生活の指導、総合的な探究の時間 

   専攻科保健理療科  保健理療 

   専攻科理療科    理療 

 ５ 企画調整会議 

 ６ 職員会議 

 ７ 委員会   

防災委員会、防災教育推進委員会、学校安全委員会、学校保健委員会、学校給食運営委

員会、教科書選定委員会、入退舎委員会、ホームページ管理運営委員会、安全衛生委員会、

都立学校開放事業運営委員会、採点委員会、学校いじめ対策委員会、学校サポートチーム、

医療的ケア安全委員会、アレルギー対応委員会を置く。その他、校長が必要と認める委員

会を置くことができる。なお、各委員会の分掌内容は別紙２のとおりとする。 

 ８ 学校運営連絡協議会 

 ９ 経営会議 

   校長、副校長及び主幹教諭及び校長が指名するもので構成する。企画調整会議の議題整理、

校内プロジェクトチームの進行管理の他、校長が必要と認めた特命業務を担う。 

１０ 校内プロジェクトチーム 

   校内の喫緊の課題に対応するためプロジェクトチームを設置する。構成員、業務内容につ

いては、別に定める。    

１１ 部活動の指導 

   教育活動の一環として部活動を設置し、適切に運営する。部活動に関する事項については

生活指導部の所掌とし、各部活動の指導業務は、当該部活動の指導を分掌する職員及び指導

を委託された者が行う。 

１２ 情報セキュリティ及び個人情報保護 

   情報セキュリティ及び個人情報保護に関する事項については、教務部の所掌とする。 

１３ その他 

   校長が必要と認めたときは、その他の分掌を置くことができる。 



 

第１０ 経営企画室組織 

   経営企画室の事務は、経営、庶務、経理及び施設その他の事務とする。 

 

第１１ 企画調整会議 

 １ 目的 

   企画調整会議は、校長の補助機関として、校長の学校運営方針に基づき、学校全体の業務

に関する企画立案及び連絡調整、各分掌組織間の連絡調整、職員会議における議題の整理、

その他校長が必要と認める事項を行い、円滑かつ効果的な学校運営を推進する。 

 ２ 構成員 

   校長、副校長、経営企画室長、主幹教諭、各部主任及び各学科主任とする。 

   なお、校長は必要に応じて関係者の出席を求め、意見を聞くことができる。 

 ３ 開催 

   定例会は、原則として毎週一回開催する。 

 ４ 招集 

   校長が招集し、その運営を管理する。 

 ５ その他、必要な事項は、校長が定める。 

 

第１２ 職員会議 

 １ 目的 

   職員会議は、校長の補助機関として、次に掲げる事項のうち、校長が必要と認めるものを

取り扱う。 

 （１）校長が学校の管理運営に関する方針等を周知すること。 

 （２）校長が校務に関する決定等を行うに当たって、所属職員等の意見を聞くこと。 

 （３）校長が所属職員等相互の連絡を図ること。 

 ２ 構成員 

   常勤の教職員。ただし、校長が認めた場合は他の職員も参加できる。 

 ３ 開催 

   定例会は、原則として月一回開催する。 

 ４ 招集 

   校長が招集し、その運営を管理する。 

 ５ 司会 

   校長が選任する。 

 ６ 記録 

   校長が記録者を選任する。記録者は、会議の要旨を会議録として取りまとめ、会議終了後、

直ちに会議録を校長に提出し、会議の要旨が正確に記載されているかの確認をうけなければ

ならない。 

 ７ 運営 

 （１）報告、意見聴取及び連絡に関する事項は、企画調整会議を経た上、事前に資料を添付し

副校長に提出する。 

 （２）校長の意思決定に資するため、職員会議において、必要に応じて構成員の意向を聞くこ

とはあるが、校長の意思決定を拘束するものではない。 



 

第１３ 校内組織図 

    校内組織図は、次のとおりとする。 

 

 
第１４ 人事 

    分掌組織を構成する人事については、東京都教育委員会の権限に属するもののほかは、

校長が定める。 

 

第１５ 予算 

    校内予算の編成等については、「東京都立学校の予算編成等に係る規程」に基づき、適

正かつ効率的な運営を図る。 

 

第１６ 校内規定 

    校長は、この規程に基づき、その他の校内規定を定める。 



第１７ 情報開示 

    この規程及びその他の校内規定については、保護者及び都民等の閲覧提供することがで

きるよう整備する。 

 

附 則 

この規程は、平成２６年４月１日から施行する。 

一部改正 平成２９年４月１日 （平成２９年３月２９日付 ２８文京盲第１７８７号） 

一部改正 平成３０年４月１日 （平成３０年３月７日付  ２９文京盲第１６７３号） 

一部改正 平成３１年４月１日 （平成３１年３月１８日付 ３０文京盲第１６３５号） 

一部改正 令和２年４月１日  （令和２年３月１９日付  ３１文京盲第１７２６号） 

一部改正 令和７年４月１日  （令和６年３月１８日付  ６文京盲第１５７１号） 



各部分掌内容（別紙１） 

部 分      掌      内      容 

教 

務 

部 

教育課程 時間割(年間･臨時･定期試験他) 教育実習 介護等体験 補講 儀式  

学校行事調整 点字墨字競技会 教科用図書（ＵＤブラウザ関連業務を含む）  

事務用品管理 諸帳簿管理 教室等配置 文書印刷 資料整理 講師等連絡事務 

学校便り「昴」の発行 校内ネットワークの管理(校務支援システム含む) 情報機

器の管理 新入生オリエンテーション  視聴覚機器の保守・管理 拡大読書器の

保守・管理 情報セキュリティー及び個人情報保護に関する事項 

教
育
相
談
部 

入学相談・入学選考 教育相談  学校公開 学校案内 外部支援（出前授業等） 交

流教育 校内支援 学校見学対応 生徒募集 ※社会貢献活動 地域交流 コーデ

ィネーター連絡会（教育相談で受付後、コーディネーターへ依頼） 

研
究
研
修
部 

校内研究、校内研修（新転任・初任者・若手育成・中堅教諭等資質向上・ＯＪＴ、

教師道場・指導教諭模範事業等）、公開授業の計画と実施 研修活動推進 研究集

録作成 関東及び全国視覚障害教育研究会 公開研究会 

生
活
指
導
部 

生徒会・自治会 部活動 弁論大会 清掃 落とし物 安全 舎務 生徒朝礼 生

徒手帳 体育祭・六ツ星祭 避難訓練の企画・立案・実施 図書館教育の推進 図書

室資料のデータベース化 

進
路
指
導
部 

進学指導  一般就職 福祉就労 職能検査 職業訓練 模擬試験 進路通信発行  

進路見学 職業ガイダンス インターンシップ 進路先との移行支援 コミュニケ

ーション講座 進路調査票管理 求職登録  治療院就職 医療施設就職 高齢者介

護施設就職 ヘルスキーパー等企業就職   国家試験 夏季見学・実習 就労に向

けた見学・実習・面接・手続き指導  進路説明会 職業講話 ビジネスマナー講座 

事業者向け新規開設相談  進路開拓 卒後指導 資料整理 進路相談 障害者就職

対策連絡会  就労支援委員会 大学進学対策委員会 新規卒業者就職対策連絡会 

関東地区盲学校・養成施設進路指導研究協議会調査部 高大連携 

保
健 

給
食
部 

保健指導 健康診断・相談 眼科相談 心の健康相談  給食指導（食育） 寄宿舎

保健食育指導 保健関係研修会の開催 保健帳簿管理 給食帳簿管理 給食業者と

の連絡 医療的ケア 感染症対策 

舎
務
部 

総務 入退舎 庶務 施設・設備 安全指導 研修 生徒指導（普通科・重度重複

・専攻科） 舎友会活動 保健・美化  舎務担当（舎監） 

 

各委員会分掌内容（別紙２） 

委 員 会 分     掌      内      容 

防災委員会 
学校の防災に関する事項  防火管理組織  自営消防組織 

 学校安全点検の企画・立案・実施 その他 

防災教育推進 

委員会 

学校の避難・防災訓練等の評価  地域と連携し、自助・共助の視

点に立った実践的な防災教育  地域主催の防災訓練への参加等 



学校安全委員会 
 安全な学校生活を推進するための企画・立案・実施 

 年間安全計画の立案・実施 

学校保健委員会 
学校保健計画の作成。 生徒への組織的な健康指導。健康に関する

研修会の実施。健康な学校生活を推進するための企画・立案・実施 

学校給食運営委員会 

給食費、給食回数の検討・決定を適正に実施する。 生徒の健康維持

と体力向上を図るため、学校給食と保健体育科や自立活動の連携を推

進する。また、家庭との連携を図り、食育教育の充実を推進する。 

教科書選定 

委員会 

 「都立文京盲学校教科書選定委員会設置要項」に従い、次年度の教

科書を適正に選定する。 

入退舎委員会 本校生徒の入舎・退舎に関する連絡･調整。 

ホームページ管理 

運営委員会 

 学校ホームページの運営。掲載記事の企画・立案、記事の更新・ 

削除、問い合わせにおける内容の検討。その他 

安全衛生委員会 

 学校職員の安全と健康を確保するとともに、快適な職場環境の形成

を促進する。職員の危険及び健康被害を防止するための基本となる

べき対策、職員の健康の保持増進を図るための基本となるべき対策

、労働災害の原因及び再発防止対策で安全及び衛生に関すること定

期に行われる健康診断の実施及び受診の促進に関すること。その他 

都立学校開放事業 

運営委員会 

 都民(特に視覚障害者)の学習･文化・スポーツ活動やコミュニケーシ

ョン形成に寄与し､地域に開かれた学校の実現を目指して､施設開放

の円滑な運営を図る｡ 

採点委員会  専攻科入学者選考で実施した学力調査等の採点を行う。 

学校いじめ対策委員会 

いじめ対策学校サポートチーム 

いじめの防止、早期発見、対処に関する組織的対応。問題行動の未

然防止や早期解決に向けた取り組み。 

医療的ケア 

安全委員会 

支援校の協力の下、医療的ケア実施要領の策定、必要な計画書及び

報告書の作成、医療的ケアを安全かつ適切に行うための校内体制の

構築、校内の環境整備 

アレルギー対応委員会 アレルギーに関する情報集約、対応計画及び実施 

 


